























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































。 主 、 あ
〈
前
略
)
惑
に
知
事
問
附
下
を
会
長
に
推
戴
し
て
多
賀
城
神
宮
剖
副
総
期
成
会
を
組
織
し
溺
来
品
民
衆
両
議
院
に
諭
飯
し
或
は
本
県
会
議
長
よ
り
内
務
大
臣
に
意
見
認
を
提
出
し
或
は
本
県
会
議
員
其
他
有
志
よ
り
主
務
大
臣
並
東
北
振
興
局
に
対
し
創
建
に
つ
き
て
諮
問
削
し
或
は
多
賀
城
村
内
に
保
存
会
を
組
織
し
て
該
史
績
の
保
存
顕
彰
に
努
め
且
つ
後
村
上
天
皇
の
御
成
徳
を
回
顧
景
仰
し
奉
り
年
々
歳
々
御
霊
祭
を
挙
行
す
る
等
着
々
其
の
歩
を
進
め
つ
L
あ
る
(
後
略
)
こ
の
趣
意
容
は
、
期
成
会
の
活
動
は
間
出
家
へ
の
税
制
願
、
保
谷
会
の
活
動
は
保
存
と
顕
彰
、
と
両
者
の
活
動
を
明
確
に
区
分
す
る
。
な
お
趣
意
滋
に
見
ら
れ
る
御
汲
祭
は
、
決
し
て
昭
和
十
二
年
の
も
の
の
み
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
祭
礼
は
成
立
当
初
か
ら
保
存
会
を
主
体
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
御
家
祭
の
笑
態
が
以
上
の
如
く
な
ら
ば
、
期
成
会
が
こ
の
祭
礼
を
自
身
の
活
動
笑
絞
と
し
て
申
告
し
た
意
味
は
以
下
の
通
り
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
祭
礼
が
悶
家
に
神
宮
創
建
を
迫
る
上
で
有
効
な
顕
示
行
為
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
祭
神
(
後
村
上
天
皇
)
と
祭
礼
(
御
霊
祭
)
が
揃
え
ば
、
残
す
は
神
社
〈
多
賀
城
神
宮
)
の
み
で
あ
る
。
以
上
に
加
え
て
、
こ
の
御
霊
祭
開
脱
出
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
「
後
村
《
犯
}
上
天
皇
御
坐
之
処
」
建
m円
か
ら
も
顕
彩
事
梁
の
主
体
が
保
存
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
「
後
村
上
天
皇
御
坐
之
処
」
碑
は
、
当
初
A
初
}
「
後
村
上
天
皇
御
霊
絞
」
碑
と
計
画
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
建
前
桝
事
梁
は
、
木
様
「
後
村
上
天
息
御
型
政
」
を
石
碑
に
改
め
る
と
い
う
、
保
存
会
が
当
初
か
ら
計
回
し
て
い
た
事
業
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
碑
文
変
幅
広
か
ら
顕
彰
内
容
を
よ
り
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
怒
閣
が
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
後
村
上
天
皇
御
坐
之
処
」
碑
は
{nv 
玉
壌
で
周
ま
れ
た
「
御
肢
の
閲
」
の
真
後
ろ
に
建
御
さ
れ
た
か
ら
、
後
村
上
天
患
の
徹
底
の
跡
地
を
よ
り
明
確
化
し
、
開
制
彰
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
多
賀
城
神
宮
創
建
と
関
連
し
た
諸
事
業
は
、
保
存
会
が
主
体
的
に
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
神
宮
創
建
の
為
に
組
織
さ
れ
た
期
成
会
の
活
動
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
政
府
に
神
宮
創
建
を
請
願
す
る
と
い
う
一
点
の
み
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
神
宮
創
建
運
動
の
本
質
は
保
存
会
の
活
動
で
あ
り
、
た
だ
別
格
官
幣
社
と
し
て
の
創
建
を
政
府
に
請
願
す
る
た
め
に
、
保
存
会
を
権
威
化
し
た
期
成
会
と
い
う
組
織
を
作
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。
多
賀
城
神
宮
館
建
述
動
の
本
質
は
あ
く
ま
で
多
賀
城
村
レ
ベ
ル
の
活
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
章
多
賀
城
神
宮
創
建
の
請
願
多
賀
城
神
宮
創
建
の
請
願
と
は
、
国
政
に
よ
る
別
格
官
幣
社
の
造
営
を
政
府
に
要
議
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
設
で
は
期
成
会
に
よ
り
行
わ
れ
た
帝
国
議
会
や
政
府
へ
の
神
宮
創
建
請
願
に
つ
い
て
考
察
す
る。
昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
一
一
月
二
十
六
日
開
会
の
衆
議
院
部
頗
委
員
会
に
、
諮
願
第
一
一
一
一
五
九
号
「
多
賀
城
神
宮
創
建
ニ
関
ス
ル
件
」
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
前
願
は
第
二
分
科
(
外
務
省
内
務
省
股
林
水
産
省
商
工
省
の
所
管
)
で
の
饗
議
を
経
て
、
三
月
一
日
の
目
制
限
委
員
会
で
採
択
さ
れ
、
特
別
報
告
第
二
O
O号
と
し
て
衆
議
院
本
会
議
に
送
ら
(
阿
川
一
れ
る
。
衆
議
世
間
本
会
議
で
は
一
一
一
月
十
凶
日
に
こ
の
請
願
を
採
択
し
、
怒
見
書
と
と
も
に
政
府
に
送
付
し
た
。
以
下
に
こ
の
窓
見
惑
を
掲
げ
る
。
81 
怒
見
榊
世
話
願
文
書
表
第
一
三
五
九
号
(
箭
願
特
別
報
告
第
二
O
O号
)
多
賀
城
神
宮
創
建
ニ
関
ス
ル
税
制
願
仙
台
市
長
刀
丁
七
番
地
官
吏
半
井
浩
外
一
一
一
名
量
出
(
紹
介
議
員
宮
沢
清
作
君
外
八
名
)
右
箭
願
ノ
要
旨
ハ
宮
城
県
宮
城
郡
多
賀
城
村
多
賀
域
祉
ハ
袈
武
天
由
品
神
色
元
年
絞
祭
使
兼
鋲
守
将
軍
大
野
東
人
夷
賊
攻
禦
ノ
根
拠
地
タ
リ
シ
所
ニ
シ
テ
其
ノ
後
後
村
上
天
皇
未
タ
親
王
ニ
マ
シ
マ
セ
シ
時
此
ノ
地
ヲ
御
座
所
ト
シ
テ
奥
羽
二
州
ヲ
鋲
セ
ラ
レ
足
利
尊
氏
叛
乱
/
師
ヲ
起
セ
シ
際
ニ
ハ
北
品
顕
家
向
顕
億
伊
達
行
朝
結
城
宗
広
等
ノ
忠
隠
ヲ
従
へ
サ
セ
ラ
レ
危
険
ヲ
冒
シ
奥
羽
/
鋲
守
ニ
任
セ
ラ
レ
タ
ル
地
ナ
リ
依
テ
前
記
多
賀
城
後
村
上
天
皇
御
座
所
陛
ニ
天
皇
ヲ
主
神
ト
シ
前
記
諸
将
/
英
議
ヲ
左
布
ニ
配
列
シ
官
幣
社
多
賀
城
神
宮
ヲ
創
建
セ
ラ
レ
シ
卜
割
問
フ
ニ
在
リ
衆
議
院
ハ
其
ノ
組
出
問
ヲ
至
当
ナ
リ
ト
認
メ
之
ヲ
採
択
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
議
決
セ
リ
依
テ
議
院
法
第
六
十
五
条
ニ
依
リ
別
冊
及
御
送
付
候
也
昭
和
十
年
参
月
拾
四
日
衆
議
院
議
長
浜
問
国
松
司
印
h
内
閣
総
理
大
間
岡
田
啓
介
殿
衆
議
院
也
記
官
長
田
口
問
一
丘三司
印
も=
こ
の
意
見
書
は
諮
顕
治
の
婆
約
文
で
あ
り
、
官
枇
市
社
創
建
が
適
当
で
あ
る
旨
を
簡
潔
に
述
べ
る
。
一
指
阪
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
訪
願
書
原
文
は
不
明
だ
が
、
昭
和
九
年
(
一
九
一
一
一
四
)
十
一
月
の
日
付
を
持
つ
「
多
戸路一
賀
城
神
宮
創
建
期
成
会
趣
意
辺
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。さ
て
、
こ
の
意
見
惑
は
内
閣
か
ら
内
務
省
に
廻
さ
れ
、
繁
変
の
結
果
、
不
採
用
と
な
る
。
そ
も
そ
も
諮
願
委
員
会
及
び
本
会
議
で
は
、
話
阪
の
趣
旨
が
T
正
当
で
あ
れ
ば
実
現
性
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
採
択
す
る
こ
と
が
慣
例
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
採
択
は
酒
家
事
業
と
82 
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
加
片
城
神
宮
創
建
の
請
願
も
こ
の
例
か
ら
漏
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
多
賀
城
神
宮
創
建
は
政
府
の
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
神
宮
創
建
へ
向
け
た
活
動
は
こ
の
後
も
続
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
十
二
月
十
七
日
に
は
宮
城
県
会
に
対
し
て
多
賀
城
神
宮
創
建
に
関
す
る
建
議
案
を
提
出
し
、
悶
月
二
十
日
に
採
択
さ
れ
、
再
び
内
務
省
に
対
し
て
神
宮
創
建
を
嬰
求
す
る
の
で
あ
A
訂〉
る
。
こ
の
特
に
内
務
省
に
提
出
し
た
「
意
見
怒
」
は
『
多
賀
城
市
史
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
怒
見
刑
判
」
以
外
に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
内
務
を
持
つ
要
望
滋
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
考
察
で
は
、
こ
れ
ら
務
要
望
怒
が
作
成
さ
れ
た
段
階
・
隠
的
を
明
ら
か
に
し
、
多
賀
城
神
宮
創
建
に
向
け
て
の
再
挑
戦
の
過
程
を
復
元
し
て
い
く
。
現
在
確
認
さ
れ
る
要
望
容
は
次
の
間
例
で
あ
る
。
第
一
は
前
述
し
た
『
多
賀
城
市
史
』
掲
繊
の
昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
十
二
月
十
二
日
の
県
会
で
の
採
択
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
(
「
要
望
怒
A
」
)
、
第
二
は
三
塚
源
五
郎
著
『
多
賀
城
六
百
年
史
』
掲
械
の
年
月
日
不
明
の
(
羽
}
「
多
賀
城
神
宮
創
建
の
趣
怒
」
(
「
婆
望
怒
召
」
)
、
第
一
一
一
は
昭
和
十
一
年
(
一
九
一
一
一
六
)
六
月
の
地
方
長
官
会
議
、
及
び
学
務
部
長
会
議
に
提
出
《
mv
さ
れ
た
要
期
中
刑
制
原
案
(
「
要
期
中
市
川
u
C
」
)
、
第
四
は
昭
和
十
一
年
(
一
九
{
仙
判
}
三
六
)
六
月
の
日
付
を
持
つ
「
多
賀
城
神
宮
創
建
紡
阪
市
川
町
」
(
「
要
望
滋
D
」
)
で
あ
る
。
「
要
望
議
A
」
は
前
述
の
よ
う
に
昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
十
二
月
二
十
日
に
宮
城
県
会
で
採
択
さ
れ
た
建
議
に
も
と
.
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
文
惑
は
草
縦
で
あ
り
、
宛
先
を
「
宮
城
県
知
事
」
と
「
内
務
大
医
」
の
二
所
を
併
記
す
る
か
ら
、
正
文
は
こ
の
こ
所
に
発
送
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
要
望
市
首
B
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
要
望
怒
A
」
と
文
溜
が
ほ
ぼ
問
じ
も
の
の
、
詳
細
に
文
剖
を
検
討
す
る
と
、
「
要
望
忍
A
」
は
「
婆
望
書
B
」
の
一
部
を
削
除
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
要
望
誕
B
」
は
「
要
望
怒
A
」
の
原
案
と
な
る
か
ら
、
期
成
会
が
十
二
月
十
七
日
に
官
披
県
会
に
提
出
し
た
建
議
案
に
付
さ
れ
た
「
要
望
お
」
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
「
要
望
設
B
」
が
期
成
会
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
は
、
期
成
会
理
事
の
三
塚
源
五
郎
の
著
作
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
「
要
部
品
怒
A
」
段
階
で
削
削
除
さ
れ
た
文
言
の
中
に
「
創
建
に
当
り
で
は
務
礎
を
地
方
に
置
き
更
に
広
く
一
般
有
志
家
の
賛
助
を
求
め
て
滋
に
多
賀
城
神
宮
創
建
期
成
会
を
組
織
し
以
て
之
が
建
立
を
期
せ
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
こ
と
が
論
拠
で
あ
る
。次
に
「
要
望
密
C
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
要
望
翠
A
B
」
よ
り
も
文
設
が
少
な
く
、
独
自
に
作
文
さ
れ
た
観
が
あ
る
。
し
か
し
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
「
要
望
惑
A
」
の
文
部
を
大
幅
に
削
除
し
、
立
つ
若
干
の
推
献
を
施
し
た
文
露
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
「
要
望
怒
C
」
は
宮
城
間
附
庁
内
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
っ
「
要
望
怒
A
」
と
83 
の
関
連
伎
が
磁
認
で
さ
る
こ
と
か
ら
、
宮
城
県
知
事
に
宛
て
ら
れ
た
「
要
望
視
A
」
に
も
と
づ
き
、
地
方
長
官
会
議
学
務
部
長
会
議
に
提
出
す
る
た
め
の
要
望
滋
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
以
上
、
「
要
製
品
川
日
A
1
C
」
の
検
討
に
よ
り
、
十
二
月
十
七
日
の
宮
城
県
会
へ
の
建
議
案
提
出
(
「
嬰
望
滋
B
」
)
、
十
二
月
二
十
日
の
県
会
に
お
け
る
採
択
に
も
と
づ
く
、
宮
城
県
知
事
・
内
務
大
医
へ
の
申
請
(「前官製帝国
A
」
)
、
こ
の
内
、
宮
城
県
知
事
へ
の
申
務
に
も
と
づ
い
て
内
務
省
で
の
地
方
長
官
会
議
学
務
部
長
会
議
へ
の
要
望
提
出
(
「
要
望
滋
C
」
)
、
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
確
認
で
き
た
。
最
後
に
「
要
望
滋
D
」
の
検
討
を
行
う
。
「
要
望
滋
D
」
は
昭
和
十
二
年
(
一
九
三
七
)
十
一
月
に
「
多
賀
城
村
長
」
「
多
賀
城
村
史
蹟
名
勝
保
存
会
長
」
阿
部
信
之
助
の
名
で
宮
城
県
に
提
出
さ
れ
た
「
多
賀
城
耽
ニ
後
村
上
天
皇
御
霊
祭
場
仮
殿
御
造
営
ニ
付
許
可
搬
」
に
添
付
さ
れ
た
参
考
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
提
出
者
は
保
存
会
会
長
と
な
っ
て
い
る
が
、
保
存
会
が
神
宮
剣
山
地
を
図
門
家
に
申
請
す
る
に
隅
附
し
て
は
期
成
会
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
作
成
主
体
は
期
成
会
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
文
而
等
か
ら
み
て
、
「
要
望
書
D
」
は
「
要
望
滋
A
I
C
」
と
臨
接
的
な
関
係
を
有
さ
ず
、
刷
出
系
統
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
商
い
。
ま
た
「
追
テ
本
問
題
ニ
街
テ
ハ
昭
和
十
年
一
一
月
廿
六
日
食
衆
両
院
ニ
請
願
向
日
衆
議
続
話
際
委
員
会
ニ
於
テ
採
択
セ
ラ
ル
、
同
年
十
二
月
廿
臼
府
県
制
第
四
十
四
条
ニ
依
リ
宮
城
県
会
議
長
小
野
寺
広
苑
ヨ
リ
内
務
大
臣
ニ
意
見
忍
提
出
致
校
候
」
と
あ
り
、
十
二
月
二
十
日
の
内
務
大
隠
へ
の
「
要
望
習
A
」
の
提
出
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
婆
望
書
A
」
が
不
採
用
と
さ
れ
た
か
、
若
し
く
は
回
答
が
無
か
っ
た
こ
と
を
怒
味
す
る
だ
ろ
う
。
以
上
か
ら
「
要
望
滋
D
」
は
、
内
務
大
臣
へ
「
要
望
設
A
」
を
提
出
し
た
後
、
採
用
の
報
告
が
無
い
こ
と
を
受
け
、
再
び
期
成
会
が
政
府
に
対
し
て
縫
出
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
「
要
望
設
D
」
が
ど
の
機
関
に
提
出
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
提
出
さ
れ
た
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
。
史
料
上
、
「
商
討
議
設
D
」
に
関
わ
る
行
政
処
理
等
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
、
「
要
望
辺
A
」
の
提
出
後
、
改
め
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
家
に
対
し
て
神
宮
創
建
を
願
う
最
後
の
要
望
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
商
い
点
の
み
は
指
摘
で
き
る
。
第
凹
翠
神
宮
古
一
理
営
に
関
す
る
論
理
戦
前
述
の
よ
う
に
、
沼
和
十
年
(
一
九
一
一
一
五
)
二
月
の
請
願
は
、
内
務
省
が
建
設
計
画
自
体
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
に
失
敗
に
終
わ
る
。
こ
の
時
、
内
務
省
は
内
阪
に
対
し
て
不
採
用
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。内務
省
関
社
第
十
一
一
一
号
衆
議
仲
間
議
決
多
賀
城
神
宮
創
建
ニ
関
ス
ル
談
願
ノ
件
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本
論
願
ノ
要
旨
ハ
多
賀
城
跡
後
村
上
天
皇
御
座
祉
ニ
ヲ
奉
柁
ス
ル
神
社
ヲ
創
立
セ
ラ
レ
タ
シ
ト
一
再
フ
ニ
在
リ
談
ミ
テ
按
ズ
ル
ニ
後
村
上
天
皇
ノ
鴻
業
顕
著
ニ
マ
シ
マ
ス
コ
ト
ハ
論
ヲ
倹
タ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ナ
レ
ド
モ
陀
天
皇
ノ
奉
為
ニ
神
社
ヲ
車
中
建
ス
ル
ニ
付
テ
ハ
従
来
天
皇
ヲ
傘
組
ス
ル
他
ノ
神
社
ト
ノ
機
衡
上
依
章
一
致
究
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
仰
テ
本
件
ハ
今
臨
チ
ニ
採
用
致
シ
難
シ
右
閣
議
ヲ
箭
フ
昭
和
十
年
九
月
二
日
同
天
皇
内
務
大
阪
後
藤
文
夫
『
印
』
内
問
総
理
大
医
附
田
啓
介
殿
す
な
わ
ち
、
内
務
省
が
不
採
用
と
し
た
辺
自
は
、
創
建
さ
れ
る
神
宮
と
他
の
天
患
を
杷
る
神
社
と
の
権
衡
上
の
問
題
で
あ
り
、
後
村
上
天
皇
の
mE
絞
で
あ
る
か
官
官
か
、
ま
た
は
理
院
と
し
て
の
援
要
度
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
内
務
省
は
新
た
な
神
社
創
建
、
特
に
国
裂
を
投
じ
る
必
要
が
あ
る
官
・
国
幣
社
(
大
・
中
小
・
別
格
(
官
幣
社
の
み
)
)
の
造
営
を
恭
本
的
に
認
め
な
い
方
針
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
論
理
が
「
権
衡
」
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
内
務
省
は
多
賀
城
神
宮
と
同
日
付
で
、
品
川
神
社
(
山
口
県
・
品
川
弥
一
一
郎
を
柁
る
)
を
「
明
治
以
降
勲
功
ヲ
巡
シ
タ
ル
功
臣
並
ニ
ソ
レ
等
ヲ
柁
レ
ル
神
社
ト
ノ
権
衡
上
」
、
肝
属
神
社
(
鹿
児
島
県
南
朝
忠
臣
の
肝
属
氏
を
犯
る
)
を
「
他
ノ
功
陵
ト
ノ
権
衡
上
」
と
、
多
賀
城
神
宮
と
同
様
に
権
衡
上
の
A
n
"
}
 
理
由
か
ら
創
建
の
請
願
を
不
採
用
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
の
他
に
も
、
試
み
に
昭
和
七
年
か
ら
同
十
二
年
ま
で
の
間
に
相
提
出
さ
れ
た
官
悶
幣
社
造
営
や
官
国
幣
社
へ
の
昇
絡
に
関
す
る
訪
阪
を
管
見
す
る
と
、
ほ
ぽ
全
て
が
権
衡
上
の
理
由
か
ら
不
採
用
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
内
務
省
が
不
採
用
辺
自
と
し
て
朋
い
た
権
衡
上
の
問
題
と
は
、
不
採
用
を
正
当
化
す
る
た
め
論
理
と
し
て
作
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
常
套
勾
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
て
、
多
質
成
神
宮
の
創
建
を
再
度
内
務
省
に
要
求
す
る
に
は
、
こ
の
不
採
用
漂
白
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
注
目
し
て
、
諸
国
宮
山
出
滋
に
見
ら
れ
る
神
宮
創
建
の
正
当
性
を
示
す
論
理
を
分
析
し
て
い
く
。
「
婆
望
怒
A
」
(
「
要
望
初
B
C
」
も
ほ
ぼ
同
文
)
に
は
次
の
文
函
が
見
ら
れ
る
。
後
村
上
天
皇
ノ
多
賀
、
怒
山
ノ
御
巡
駁
ヲ
奔
シ
車
中
ル
一
一
、
議
山
ノ
御
巡
蹟
ニ
ハ
夙
ニ
別
格
官
幣
社
品
川
地
山
神
社
ヲ
建
立
シ
北
畠
父
子
誠
忠
ノ
霊
ヲ
斎
キ
柁
ラ
レ
タ
レ
ド
、
多
賀
ノ
御
巡
隙
ハ
単
ニ
史
蹟
指
定
タ
ル
ニ
止
マ
リ
テ
未
タ
何
等
/
御
施
設
ア
ル
ヲ
附
カ
サ
ル
ハ
臣
子
ノ
脱
出
ニ
於
テ
、
マ
コ
ト
ニ
恐
レ
多
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
地
方
ニ
大
ナ
ル
敏
典
ト
イ
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
す
な
わ
ち
、
河
じ
後
村
上
天
皇
翠
践
の
霊
山
に
は
別
格
官
幣
社
が
あ
る
の
に
、
多
賀
城
は
史
的
削
指
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
霊
山
と
問
機
に
別
格
官
幣
社
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
論
理
で
あ
る
o
A
ぬ
}
し
か
し
、
こ
の
論
理
は
既
に
「
多
賀
城
神
宮
創
建
期
成
会
趣
怒
辺
」
に
も
見
ら
れ
、
こ
の
狩
に
初
め
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
私
見
の
如
く
帝
国
談
会
に
提
出
し
た
請
願
設
が
こ
の
趨
怒
設
と
河
文
で
あ
れ
ば
、
内
閣
に
送
ら
れ
た
な
両
見
書
(
要
約
文
)
で
は
こ
の
論
潔
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
内
務
省
は
こ
の
論
壊
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
「
天
袋
ヲ
準
記
ス
ル
他
ノ
神
社
ト
ノ
権
衡
」
を
問
題
と
し
て
不
採
用
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
を
強
調
し
た
要
望
訟
を
再
度
内
務
省
に
提
出
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。
「
要
望
お
A
」
を
内
務
大
臣
に
提
出
し
た
怒
殺
は
こ
こ
に
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
滋
山
と
の
比
較
は
、
後
村
上
天
皇
の
袈
蹟
と
い
う
点
を
基
準
と
し
た
比
較
で
あ
り
、
「
従
来
天
皇
ヲ
車
中
和
ス
ル
他
/
神
社
ト
ノ
権
衡
」
問
題
の
克
服
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
霊
山
神
社
は
北
畠
一
族
を
杷
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
村
上
天
皇
を
組
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
が
「
要
望
没
D
」
で
は
克
服
さ
れ
て
い
る
。
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後
村
上
天
泉
ノ
叡
笠
ノ
滋
依
ナ
シ
給
フ
所
ハ
多
賀
城
ナ
ル
第
一
御
陵
所
モ
市
議
山
城
ナ
ル
第
二
御
座
所
モ
羨
等
ア
ル
問
中
日
ナ
カ
ル
ヘ
シ
明
治
ノ
護
世
ニ
否
リ
災
キ
裂
回
百
ニ
ヨ
リ
漆
山
滅
ノ
御
巡
隙
一
一
ハ
夙
ニ
別
務
官
幣
社
霊
山
神
社
ヲ
経
始
セ
ラ
レ
タ
レ
ト
北
畠
親
一
男
駁
家
顕
償
守
統
一
族
忠
陵
ノ
笠
ヲ
奉
斎
シ
タ
マ
ヒ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
コ
ノ
奥
羽
的
制
服
ノ
元
帥
ニ
マ
シ
マ
シ
天
皇
ノ
時
露
ヲ
柁
リ
タ
ル
一
一
ハ
プ
ラ
ス
執
ツ
テ
太
宰
府
ニ
匹
敵
ス
ル
悶
防
ノ
逃
跡
ト
霊
山
ニ
マ
サ
ル
ト
モ
劣
ラ
サ
ル
南
朝
ノ
巡
跡
ト
ヲ
兼
ネ
タ
ル
多
質
成
/
御
遺
蹟
ノ
現
状
ハ
m
K
シ
テ
如
何
卜
顔
ミ
ル
一
一
大
正
十
一
年
史
蹟
ト
シ
テ
指
定
セ
ラ
レ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
夕
、
ふ
磁
石
点
々
空
シ
ク
然
、
同
期
荒
事
ノ
中
ニ
燕
没
ス
ル
ノ
ミ
誠
二
隠
子
ノ
熔
卜
シ
テ
ィ
フ
ニ
忍
ヒ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
全
体
的
に
「
要
期
中
市
山
A
」
よ
り
も
論
理
武
装
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
に
後
村
上
天
皇
の
「
叡
滋
」
が
滋
依
す
る
第
一
御
陛
所
(
多
賀
城
)
と
第
二
御
陵
所
(
霊
山
)
と
の
問
に
絡
差
等
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
の
に
、
怒
山
に
の
み
官
幣
社
が
あ
る
と
い
う
不
平
等
、
第
二
に
後
村
上
天
皇
を
祭
犯
す
る
神
社
が
存
複
し
な
い
と
い
う
天
皇
叡
認
の
経
視
、
第
三
に
巡
航
と
し
て
の
霊
山
に
対
す
る
多
賀
城
の
優
位
性
が
説
か
れ
、
以
上
を
踏
ま
え
て
多
賀
城
の
般
か
れ
た
現
状
の
不
適
当
性
が
主
張
さ
れ
る
。
特
に
、
第
一
一
の
論
理
は
権
衡
上
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
後
村
上
天
皇
を
犯
る
神
社
は
存
裂
し
な
い
の
で
、
新
た
に
創
建
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
「
要
望
書
D
」
は
内
務
省
が
提
示
し
た
「
従
来
天
皇
ヲ
奉
杷
ス
ル
他
ノ
神
社
」
と
の
権
衡
上
の
問
題
を
解
決
し
た
か
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
86 
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
従
来
天
皇
ヲ
奉
組
ス
ル
他
/
神
社
」
と
は
歴
代
天
患
を
祭
犯
す
る
全
て
の
神
社
を
指
し
、
後
村
上
天
皇
を
対
象
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
口
問
川
神
社
や
旧
印
刷
神
社
の
例
の
よ
う
に
、
品
川
弥
二
郎
や
肝
属
氏
の
単
体
で
は
な
く
、
他
の
功
混
と
の
関
係
を
問
題
に
す
る
の
と
同
じ
論
理
で
あ
る
。
こ
の
悶
家
が
有
し
た
「
従
来
天
皇
ヲ
奉
加
ス
ル
他
ノ
神
社
ト
ノ
権
衡
上
」
の
問
題
は
、
決
し
て
悶
位
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
論
理
で
あ
り
、
国
家
に
よ
る
神
社
新
造
や
官
幣
社
へ
の
昇
絡
を
認
め
な
い
こ
と
を
正
当
化
す
る
、
鉄
撲
の
論
刷
出
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
密
家
が
新
た
な
神
社
を
剣
山
地
し
な
い
と
し
た
理
由
は
何
か
。
私
見
は
神
社
強
化
策
の
一
環
と
考
え
る
。
昭
和
初
期
の
神
社
政
策
の
前
史
と
し
て
、
明
治
三
十
九
年
(
一
九
O
六
)
か
ら
行
わ
れ
た
神
社
(
M叩
w
整
理
政
策
(
合
柁
等
に
よ
る
統
廃
合
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
無
絡
社
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
神
社
鳩
加
傾
向
を
抑
止
し
よ
う
と
す
る
内
務
省
の
姿
勢
が
伺
わ
れ
る
。
一
方
で
大
正
期
間
引
(
一
九
二
0
年
代
)
か
ら
の
国
体
思
怨
の
拡
大
に
伴
い
、
内
務
省
神
社
局
に
よ
る
神
社
創
建
・
拡
張
も
活
発
と
な
り
、
特
に
昭
和
九
年
頃
か
ら
官
国
幣
社
関
原
供
進
金
臨
時
蛍
総
務
(
特
定
神
社
営
繕
の
為
の
経
費
)
共
に
噌
加
し
て
い
る
こ
と
が
指
拙
刑
さ
れ
て
い
る
。
建
造
物
空
間
と
し
て
極
体
岡
山
怨
を
体
現
す
る
神
社
創
の
建
が
地
方
か
ら
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
体
思
想
拡
大
政
策
の
成
功
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
官
国
幣
社
が
乱
立
し
た
の
で
は
悶
家
財
政
を
圧
迫
し
、
加
え
て
関
体
思
想
を
体
現
す
る
各
偲
付
札
の
価
値
の
低
下
(
「
神
社
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
)
を
招
く
。
こ
の
神
社
の
伽
似
の
低
下
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
で
あ
る
。
内
務
省
は
殴
体
思
想
を
普
及
。
徹
底
さ
せ
る
装
置
の
一
っ
と
し
て
神
討
を
位
校
づ
け
、
そ
の
機
能
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
悶
休
思
想
上
重
要
な
祭
神
を
柁
る
既
存
の
官
悶
幣
社
の
整
備
を
し
つ
つ
、
一
方
で
明
治
後
半
期
か
ら
際
時
遂
行
し
て
き
た
神
社
統
廃
合
の
成
果
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
新
た
な
官
悶
幣
社
の
嶋
加
(
新
造
昇
格
)
を
認
め
な
い
。
こ
の
一
一
本
柱
が
内
務
省
の
神
社
政
策
の
恨
幹
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
多
賀
城
神
宮
を
含
め
、
こ
の
約
期
に
見
ら
れ
る
神
社
創
建
が
、
史
蹟
や
型
政
の
顕
彰
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
考
隠
す
る
と
、
文
部
A
初
}
省
の
方
針
が
参
考
と
な
る
。
明
治
天
裏
型
続
保
存
会
会
長
の
西
郷
従
徳
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
悶
家
が
豊
富
な
予
算
を
以
て
施
行
す
れ
ば
比
較
的
困
難
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
(
中
略
)
却
ち
特
殊
の
有
志
家
を
中
心
と
し
て
心
あ
る
人
々
が
一
度
協
力
し
て
保
存
の
衡
に
当
る
に
於
て
は
、
一
理
出
帆
似
の
保
存
は
一
地
方
で
行
わ
れ
る
可
能
性
は
十
二
分
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
間
郷
の
主
張
と
岡
趣
旨
の
見
解
が
文
部
省
抑
制
託
の
古
谷
清
の
諭
ム
閃
}述
に
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
文
部
省
は
巡
級
建
総
の
保
存
管
理
を
地
ガ
の
自
発
性
に
委
ね
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
神
社
を
統
括
す
る
内
務
省
、
そ
し
て
史
跡
・
聖
獄
を
統
括
す
る
文
部
省
の
指
針
を
勘
案
す
る
と
、
そ
も
そ
も
国
政
に
よ
る
多
賀
城
神
宮
創
建
は
実
現
不
可
能
な
計
画
だ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
お
わ
り
に
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以
上
、
本
稿
で
は
多
賀
城
跡
駁
彩
運
動
の
実
態
、
及
び
そ
の
中
心
的
事
業
と
さ
れ
た
多
賀
城
神
宮
創
建
が
失
敗
に
終
っ
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
結
論
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
多
賀
城
跡
顕
彰
運
動
の
中
心
は
村
レ
ベ
ル
の
保
存
会
の
活
動
で
あ
っ
た
。
多
賀
城
神
宮
創
建
に
m
闘
し
突
質
約
な
顕
彰
活
動
を
笑
行
し
た
の
も
保
存
会
で
あ
る
。
こ
の
保
存
会
の
行
動
原
理
に
関
し
て
は
史
料
的
な
確
証
こ
そ
な
い
も
の
の
、
多
賀
城
跡
の
観
光
地
化
と
{
的
出
)
い
う
地
域
振
興
策
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
で
も
史
隙
保
存
と
観
光
の
関
係
の
軍
一
要
性
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
建
武
中
興
六
百
年
の
「
複
合
理
弔
問
削
」
化
や
、
そ
の
後
の
神
宮
創
建
等
は
ま
さ
に
人
気
の
綴
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
聖
蹟
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
特
に
、
神
宮
創
建
迎
踊
が
建
武
中
興
六
百
年
記
念
事
業
の
直
後
に
始
ま
っ
た
の
は
、
霊
山
に
お
け
る
建
武
中
興
六
百
年
記
念
行
事
が
観
光
の
函
で
大
成
功
を
収
め
た
こ
と
を
受
け
、
観
光
資
源
と
し
て
の
南
朝
窓
際
の
悩
他
、
及
び
神
宮
や
そ
の
他
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
必
要
性
を
認
識
し
た
た
め
と
忠
わ
れ
る
。
第
二
に
多
賀
城
神
宮
創
建
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
要
求
活
動
の
内
容
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
悶
家
が
新
た
な
神
宮
創
建
を
行
わ
な
い
と
す
る
方
針
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
数
度
に
わ
た
り
作
成
さ
れ
た
要
望
也
で
、
「
従
来
天
皇
ヲ
奉
柁
ス
ル
他
ノ
神
社
ト
ノ
機
織
」
問
題
の
克
服
を
試
み
た
が
、
そ
も
そ
も
内
務
省
が
提
示
す
る
権
衡
の
論
理
は
、
神
社
新
造
の
訪
問
酬
を
不
採
用
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
用
問
家
が
神
社
創
建
を
否
定
し
た
背
景
に
は
財
政
的
な
箇
も
多
分
に
あ
ろ
う
。
し
か
し
よ
り
本
質
的
に
は
、
劉
休
息
相
仰
を
体
現
し
普
及
さ
せ
る
機
能
を
担
う
建
造
物
空
間
と
し
て
の
神
社
に
お
い
て
、
そ
の
乱
立
に
よ
り
生
じ
る
各
個
抑
社
の
価
値
の
低
下
を
危
相
附
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
絞
後
に
、
多
賀
城
神
宮
創
建
運
動
の
結
末
を
概
略
的
に
述
べ
、
本
稿
を
終
え
る
。
昭
和
十
五
年
(
一
九
閉
O)
一
一
月
、
宮
城
県
知
事
は
多
賀
城
神
宮
創
建
が
閤
嫌
で
あ
る
と
表
現
し
、
昭
和
九
年
(
一
九
三
四
)
に
始
ま
っ
た
別
格
官
幣
社
多
賀
城
神
宮
創
建
運
動
は
終
了
す
る
。
し
か
し
こ
れ
を
継
戸
弘
}
承
す
る
事
業
と
し
て
県
社
多
賀
城
神
社
の
造
営
計
画
が
開
始
さ
れ
る
。
「
本
会
ハ
後
村
上
天
皇
ヲ
恭
犯
ス
ル
神
社
ヲ
創
建
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
(
会
則
第
三
条
)
と
会
設
訟
の
目
的
を
謡
う
多
賀
城
神
社
創
建
期
成
会
を
組
織
し
、
事
務
局
を
宮
城
県
庁
内
に
開
設
す
る
。
事
業
の
財
源
は
県
内
各
戸
や
学
校
、
企
業
等
か
ら
の
寄
付
金
に
求
め
、
こ
の
集
金
を
円
相
仰
に
行
う
た
め
県
内
の
政
財
界
や
学
界
の
有
力
人
物
を
中
心
に
役
員
を
選
出
し
た
。
8 
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
県
社
多
賀
城
神
社
創
建
も
実
現
す
る
こ
と
は
な
く
、
終
戦
後
、
多
賀
城
海
軍
エ
織
に
院
か
れ
て
い
た
奉
安
股
が
払
い
下
げ
ら
れ
、
多
賀
城
神
社
が
創
建
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
(
l
)
向
木
博
志
『
近
代
天
息
制
の
文
化
史
的
研
究
』
(
校
倉
治
扇
、
一
九
九
七
年
)
、
『
近
代
出
入
史
制
と
古
都
』
〈
岩
波
怒
応
、
一
一
O
O年
)
。
個
別
論
文
と
し
て
は
「
史
阪
名
勝
の
成
立
」
Q
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
』
、
初
出
は
一
九
九
一
年
)
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
(2)
代
表
的
な
も
の
を
以
下
に
挙
げ
る
。
朴
皆
溺
「
明
治
天
皇
の
「
現
蹴
」
保
存
に
つ
い
て
」
(
吋
歴
史
評
論
』
四
七
八
、
一
九
九
O
年
)
、
住
友
泌
文
「
山
民
総
顕
彰
運
動
に
閲
す
る
一
考
察
」
(
『
日
本
史
研
究
』
三
五
一
、
一
九
九
一
年
)
、
羽
賀
祥
一
一
「
天
皇
と
巡
幸
」
Q
岩
波
誠
使
天
皇
と
主
権
を
考
え
る
』
一
O
、
精
波
お
応
、
ニ
O
O二
年
)
、
北
朕
糸
子
「
市
民
政
府
に
お
け
る
明
治
夫
'HA
型
政
指
定
と
解
除
の
峰
山
見
」
(
吋
図
立
陛
史
民
俗
御
物
館
研
究
報
告
』
一
二
一
、
ニ
O
O五
年
)
、
川
越
美
総
「
政
治
と
型
航
」
(
明
史
跡
で
読
む
岡
本
の
肢
史
』
一
O
、
古
川
弘
文
館
、
ニ
O
一
O
年
)
、
ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ
明
紀
元
一
一
千
六
百
年
』
(
訳
木
村
剛
久
、
朝
日
新
聞
出
版
、
一
一
O
一
O
年)。
(3)
関
東
奥
州
に
お
け
る
足
利
尊
氏
の
勢
力
を
盗
制
す
る
た
め
、
議
良
殺
王
と
北
品
親
房
が
閥
策
し
た
奥
州
小
説
府
椛
怨
の
一
環
と
し
て
、
北
山
的
顕
日
本
を
陸
自
(
司
に
任
じ
、
説
良
親
王
を
恭
じ
て
時
間
府
内
へ
下
向
し
た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
(
佐
藤
進
…
『
日
本
の
脱
出
史
9
南
北
川
相
の
動
乱
恥
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
三
し
か
し
こ
の
櫛
惣
が
議
良
親
王
と
北
品
絞
加
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
後
限
削
天
皇
の
主
導
性
を
積
極
的
に
訴
側
す
べ
き
と
す
る
伊
藤
喜
良
の
説
(
涯
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
『
東
隠
の
南
北
朝
動
乱
』
古
川
弘
文
館
、
ニ
O
O
一
年
)
が
あ
り
、
私
見
も
伊
藤
紛
が
正
し
い
と
考
え
る
。
(4)
殺
』
川
城
県
史
十
六
観
光
』
「
多
賀
城
胡
」
(
一
九
五
五
年
)
、
『
多
賀
城
市
史
五
回
限
史
資
料
』
「
近
現
代
」
館
六
一
一
号
史
料
の
解
説
(
一
九
八
五
p
r
J
。
，
室
、
(
5
)
伊
藤
真
由
美
「
近
代
東
北
地
方
に
お
け
る
沼
紛
史
阪
の
顕
彰
i
多
賀
城
刷
と
怒
山
を
事
例
と
し
て
!
」
(
『
宮
城
燦
史
科
学
研
究
』
五
一
一
一
、
ニ
O
O
一
一
一
年
三
な
お
多
賀
城
跡
保
存
に
開
削
す
る
沿
革
は
、
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
明
多
賀
域
跡
政
庁
跡
本
文
編
』
「
鍛
皿
指
」
(
一
九
八
四
年
)
も
触
れ
て
い
る
。
(6)
伊
藤
が
明
ら
か
に
し
た
怒
山
に
お
け
る
具
体
的
な
駁
移
事
梁
を
略
記
す
る
。
設
山
は
建
武
開
問
年
(
南
削
例
年
号
、
一
一
一
一
一
一
一
七
)
に
義
良
親
王
と
北
品
開
制
家
が
「
多
賀
悶
府
」
か
ら
移
り
拠
点
と
し
た
湯
所
で
あ
る
。
近
泣
か
ら
北
畠
顕
家
の
居
城
と
認
識
さ
れ
、
務
地
誌
類
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
の
明
治
夫
泉
東
北
巡
幸
の
際
に
は
、
市
川
崎
山
を
述
望
す
る
夫
出
品
に
こ
の
回
闘
が
説
明
さ
れ
、
ま
た
こ
の
行
幸
に
同
行
し
て
い
た
岩
倉
具
悦
に
霊
山
神
社
創
建
を
具
申
し
、
明
治
十
一
年
〈
一
八
じ
八
〕
十
一
月
に
前
閥
、
問
年
十
二
月
に
は
官
泊
さ
れ
、
同
十
一
一
一
年
(
一
八
八
O
)
に
創
建
さ
れ
る
。
昭
和
九
年
(
一
九
一
一
一
回
)
の
迎
武
中
興
六
百
年
に
際
し
て
は
記
念
祭
典
史
料
股
覧
会
武
道
大
会
等
が
閃
か
れ
、
間
十
一
一
一
年
(
一
九
一
一
一
八
)
に
は
駁
家
卿
六
百
年
祭
が
挙
行
さ
れ
、
多
く
の
事
梁
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
伊
膝
が
明
ら
か
に
し
た
絡
事
業
に
お
い
て
、
観
光
的
側
面
を
重
視
し
た
も
の
(
東
京
で
の
映
阪
の
上
映
等
)
を
発
見
し
た
こ
と
は
泣
要
で
あ
る
。
(
7
)
A
「
陸
奥
大
守
義
良
親
王
御
泣
鎖
考
」
(
吋
宮
城
県
教
育
雑
誌
』
一
一
l
一、
一
八
九
四
年
)
、
B
「
経
奥
多
賀
開
府
所
在
地
考
」
(
『
史
学
雑
誌
知
一
O
i
z
一
、
一
八
九
九
年
)
、
C
「
多
賀
図
府
方
」
(
『
彼
軒
雑
編
』
、
一
九
O
一一年)、
D
「
多
賀
滅
多
到
底
府
遺
構
」
〈
『
考
古
学
雑
誌
幅
一
i
五
、
一
九
二
年
)
。
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A
論
文
で
初
め
て
多
賀
国
府
(
官
波
県
岩
切
村
、
現
仙
台
市
岩
切
)
へ
義
良
級
王
と
北
畠
顕
中
部
が
赴
任
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
B
C
論
文
で
多
質
問
問
府
の
所
在
地
を
多
賀
城
跡
と
修
正
し
た
。
そ
し
て
D
論
文
に
お
い
て
多
賀
減
政
庁
に
あ
る
「
御
肢
の
問
」
の
地
名
を
義
良
親
王
と
止
畠
親
房
顕
家
に
由
来
す
る
も
の
と
明
確
に
位
置
づ
け
、
多
賀
城
跡
を
聖
断
と
し
て
位
低
づ
け
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
。
な
お
大
槻
の
研
究
に
関
し
て
は
(
5
)
前
掲
の
阿
論
文
が
詳
し
い
。
(
8
)
政
庁
正
殿
跡
の
北
西
部
の
傑
出
し
た
四
つ
の
礎
石
の
こ
と
を
「
御
践
の
問
問
」
と
祢
し
て
い
る
。
(
9
〉
総
武
中
興
六
百
年
h
M
M
掛
川
附
記
念
会
の
雨
宮
市
引
は
『
仙
台
郷
土
研
究
』
問
一
一
一
(
一
九
一
一
一
四
年
)
に
帰
載
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
。
(
凶
)
保
存
会
幹
事
会
に
つ
い
て
は
吋
山
王
小
学
校
日
誌
』
(
多
賀
岐
市
教
育
委
員
会
所
政
)
昭
和
九
年
じ
月
十
九
日
条
、
昭
和
十
年
三
月
六
日
条
等
、
散
見
す
る
。
(
日
)
こ
の
他
、
記
念
出
版
が
行
わ
れ
(
註
(
5
)
前
掲
伊
藤
論
文
)
、
中
で
も
菊
池
一
一
一
弥
吋
姥
武
中
興
と
多
賀
城
』
は
後
に
、
雑
誌
『
史
駅
名
勝
天
然
紀
念
物
』
九
l
六
(
一
九
一
一
一
四
年
)
、
及
び
『
同
』
九
八
(
一
九
一
一
一
四
年
)
に
「
建
武
中
興
と
多
賀
城
(
上
)
(
下
ど
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
(
ロ
)
吋
宮
城
県
庁
文
書
』
(
簿
那
番
号
g
i
H
邑
)
。
な
お
本
稿
で
用
い
る
『
宮
城
県
庁
文
3
h
は
宮
城
県
公
文
鳴
館
所
般
の
も
の
で
あ
る
。
(
日
)
判
官
城
県
庁
文
お
h
「
多
賀
城
神
宮
創
建
期
成
会
多
賀
城
村
史
阪
名
勝
保
存
会
事
梁
経
過
」
(
「
多
賀
域
祉
ニ
後
村
上
天
皇
御
霊
祭
場
仮
殿
御
造
営
ニ
付
税
川
可
矧
」
に
添
付
さ
れ
た
参
考
資
料
)
(
待
問
番
号
白
l
印
M
M
L
)
。
な
お
、
こ
の
「
許
可
関
」
に
は
多
く
の
参
考
資
料
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
簿
冊
〔
?
凹
N
M
M
〕
で
は
、
「
許
可
願
」
の
本
紙
に
統
き
「
御
造
営
要
領
」
、
「
御
造
州
首
位
低
図
」
、
「
紀
元
二
千
六
百
年
紀
念
後
村
上
天
皇
御
祭
般
御
造
営
御
型
隙
保
存
顕
彰
施
設
趣
意
書
・
計
闘
技
ニ
収
支
予
算
書
」
(
以
上
は
別
紙
資
料
)
「
多
賀
城
神
宮
創
建
期
成
会
多
賀
域
村
史
蹟
名
勝
保
存
会
事
業
経
過
」
「
多
賀
城
神
宮
館
建
前
願
書
」
「
後
村
上
天
皇
御
事
政
大
要
(
山
間
孝
雄
執
筆
)
」
「
後
村
上
天
皇
御
滋
祭
場
仮
殿
設
計
お
」
「
後
村
上
天
皇
御
遥
拝
所
並
ニ
握
舎
建
築
工
事
仕
様
滋
」
(
以
上
が
参
考
資
料
)
の
順
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
(
は
)
他
に
も
、
明
治
天
皇
碑
の
碑
文
邦
廷
が
向
橋
是
清
で
あ
っ
た
の
に
対
L
、
後
村
上
天
'H4
燃
が
鈴
木
省
一
ニ
(
号
、
雨
呑
)
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
両
碑
の
格
差
の
一
つ
で
あ
る
。
鈴
木
省
一
一
一
は
地
峨
で
は
著
名
な
郷
土
史
家
で
、
史
隙
名
勝
天
然
紀
念
物
刑
制
査
委
員
嘱
託
を
務
め
た
経
験
も
あ
る
が
(
吉
岡
一
男
『
鈴
木
雨
呑
の
著
作
と
岩
沼
』
(
南
北
社
、
ニ
O
一
O
年
)
)
、
高
橋
是
清
と
比
絞
す
る
と
絡
下
で
あ
る
こ
と
は
苔
め
な
い
。
〈
刊
日
)
詰
(
2
)
前
掲
川
越
論
文
。
〈
日
)
註
(
2
)
初
防
羽
究
論
文
を
参
考
に
立
論
し
た
。
羽
賀
は
大
正
九
年
の
明
治
神
宮
(
祭
神
は
羽
治
夫
由
記
)
の
創
建
、
昭
和
二
年
の
明
治
郊
の
制
定
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
聖
開
制
群
が
成
立
す
る
昭
和
初
期
(
一
九
三
0
年
代
)
に
は
明
治
天
皇
の
神
格
化
が
決
定
的
に
な
っ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
(
げ
)
同
年
に
は
多
賀
城
村
市
川
の
菊
池
家
で
石
碑
「
明
治
天
史
御
小
休
所
」
を
建
仰
す
る
令
官
域
川
町
庁
文
殻
』
「
指
定
地
内
ニ
石
探
建
設
追
認
申
請
」
(
簿
冊
番
号
日
l
印
N
N
l
H
)
)
。
こ
の
時
の
菊
池
家
の
当
主
菊
池
一
エ
弥
は
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
か
ら
、
保
存
会
に
よ
る
多
賀
城
跡
の
顕
彰
本
設
と
同
調
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
山
川
)
多
賀
城
跡
に
神
宮
を
創
建
し
て
聖
断
を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
、
一
九
一
一
年
の
大
概
文
彦
の
論
考
(
註
(
7
)
前
掲
)
の
段
階
か
ら
み
ら
れ
る
。
(
凶
)
註
(
日
)
前
旧
問
。
な
お
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
は
雑
誌
『
史
院
名
勝
天
然
紀
念
物
』
に
お
い
て
、
務
政
写
真
「
多
賀
城
枇
」
、
及
び
註
(
孔
)
前
拘
菊
池
論
文
の
掲
載
(
河
年
六
月
号
)
、
神
宮
創
建
運
動
に
質
問
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す
る
「
多
賀
城
神
社
の
創
迎
」
と
題
し
た
小
文
の
掲
減
(
同
年
八
月
号
)
な
ど
、
早
い
段
階
か
ら
こ
の
迎
励
を
後
押
し
す
る
。
(
加
)
泊
(
M
U
)
前
掲
「
事
業
経
過
」
で
は
六
月
七
日
と
す
る
が
、
『
仙
台
郷
土
研
究
』
第
四
集
第
七
号
(
一
九
一
一
一
四
年
)
の
「
近
時
片
々
」
に
「
宮
城
都
多
賀
城
村
保
勝
会
で
六
月
二
十
七
日
多
賀
城
神
社
建
設
に
関
サ
る
座
談
会
を
仙
台
片
平
丁
神
宮
に
開
き
諸
名
士
の
な
見
世
聴
取
し
た
が
同
神
社
迎
設
事
撲
を
活
々
進
捗
せ
し
め
る
こ
と
に
立
見
が
一
致
し
た
。
」
と
あ
る
。
こ
の
両
者
の
殴
談
会
は
問
一
の
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
問
時
代
性
の
向
い
『
仙
台
郷
土
研
究
』
を
致
視
し
、
座
談
会
開
催
を
六
月
二
十
七
日
と
し
た
。
(
幻
)
吋
官
域
県
庁
文
お
』
「
多
釘
城
神
宮
創
建
期
成
会
ニ
附
凶
ス
ル
判
回
答
」
(
鴨
川
間
番
号
ml印旧日ム)。
(
辺
)
剖
出
(
剖
〉
前
掲
、
及
び
こ
れ
に
参
考
資
料
と
し
て
添
付
さ
れ
た
「
多
賀
城
神
宮
削
則
強
期
成
会
趣
意
お
」
。
(
お
)
問
お
「
多
賀
川
明
神
宮
創
辿
期
成
会
組
怒
諮
」
の
後
半
に
会
則
が
記
さ
れ
る。
(
剖
)
山
間
孝
雄
「
後
村
上
天
皇
御
率
阪
大
要
」
(
註
(
日
)
前
掲
判
官
城
県
庁
文
書
』
「
多
賀
域
創
ニ
後
村
上
天
皇
御
霊
祭
助
仮
殿
御
造
営
ニ
付
許
可
蹴
」
に
添
付
さ
れ
た
参
考
資
料
)
の
奥
付
に
は
、
本
お
の
著
作
兼
発
行
者
を
「
多
賀
城
神
宮
創
建
期
成
会
(
宮
城
県
多
賀
城
村
役
場
内
ど
と
し
、
代
表
者
を
「
鈴
木
涼
一
郎
」
と
多
賀
城
村
長
・
保
存
会
会
長
期
成
会
副
会
長
の
名
を
記
す
。
(
お
)
註
(
幻
)
前
掲
。
(
お
)
註
(
幻
)
前
掲
文
説
中
の
「
設
立
経
過
」
。
(
幻
)
造
営
許
可
闘
は
「
多
賀
域
村
村
長
多
賀
城
村
史
蹴
名
勝
保
存
会
長
」
の
名
で
出
さ
れ
、
維
持
管
理
も
多
賀
城
村
と
保
存
会
が
行
う
と
す
る
。
こ
の
祭
殿
造
営
は
山
VVM
域
県
教
育
会
多
賀
域
村
史
蹟
名
勝
保
存
会
宮
城
郡
教
員
会
長
白
石
段
治
多
賀
域
村
山
王
小
学
校
長
一
一
一
段
源
五
郎
問
村
多
賀
域
小
学
校
長
赤
絵
元
の
山
地
名
で
、
眼
下
各
学
校
に
献
金
阪
が
出
さ
れ
て
い
る
。
(
お
)
『
官
枕
県
庁
文
治
』
「
紀
元
一
一
千
六
百
年
紀
念
後
村
上
前
八
段
御
祭
殿
御
遊
川
町
川
御
型
隙
保
存
顕
彰
施
設
趣
怒
お
」
(
「
多
賀
城
祉
ニ
後
村
上
天
皇
御
滋
祭
場
仮
殿
御
造
川
百
二
付
許
可
際
」
の
別
紙
資
料
「
造
営
加
古
紙
」
の
別
紙
資
料
)
。
司
(
日
)
前
旧
向
。
(
鈎
)
抽
叫
市
斜
面
の
建
昨
年
月
日
は
附
和
十
年
四
月
十
三
日
で
、
御
霊
祭
と
河
日
で
あ
り
、
災
際
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
の
は
御
誕
祭
前
日
の
十
二
日
で
あ
る
。
設
(
日
)
前
仰
向
「
事
染
経
過
」
、
及
び
『
山
王
小
学
校
日
誌
』
昭
和
十
年
四
月
十
二
日
条
。
(
却
)
誌
(
日
)
柄
拘
「
事
染
経
過
」
。
附
和
九
年
八
月
三
十
一
日
条
、
及
び
同
年
九
月
二
十
四
日
条
の
斎
篠
災
へ
の
仰
向
也
依
頗
。
(
剖
)
一
一
一
一
時
源
五
郎
『
多
賀
城
六
百
年
史
』
(
財
防
法
人
宮
城
県
教
有
会
、
一
九
一
一
一
七
年
)
も
保
存
会
の
事
栄
と
す
る
。
な
お
文
部
省
か
ら
宮
城
県
に
通
迷
さ
れ
た
「
史
蹴
「
多
賀
城
枇
」
ニ
閲
ス
ル
件
」
(
笥
宗
一
九
号
、
昭
和
十
三
年
十
一
月
矧
日
。
『
官
域
的
防
庁
文
書
』
(
締
冊
番
号
?
印
M
M
H
)
)
で
は
、
「
後
村
上
天
皇
御
坐
之
処
」
碑
と
「
明
治
天
皇
御
小
休
処
」
碑
、
及
び
「
後
村
上
天
皇
現
総
」
標
の
設
置
が
文
部
省
と
の
協
議
無
く
行
わ
れ
た
現
状
変
史
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
石
神
建
仰
に
際
、
し
て
木
原
は
撤
去
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
(
位
)
明
夜
の
「
後
村
上
天
皇
御
坐
之
処
」
碑
は
建
立
時
の
元
位
悩
に
は
な
い
。
政
庁
正
殿
発
抑
以
前
の
附
和
一
一
一
十
八
年
(
一
九
六
一
一
一
)
年
時
の
写
真
を
見
る
と
政
庁
正
殿
西
北
魚
の
以
後
ろ
に
建
っ
て
お
り
(
宮
城
県
多
賀
域
跡
調
査
研
究
所
『
多
賀
焼
跡
発
蹴
の
あ
ゆ
み
一
一
O
一
O
』
(
ニ
O
一
O
年
)
)
、
「
御
座
の
悶
」
が
ま
殿
凶
北
の
開
聞
出
し
た
礎
石
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
御
箆
の
間
」
の
真
後
ろ
に
設
服
さ
れ
た
と
mu
わ
れ
る
。
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(
お
)
第
六
十
七
聞
帝
閣
議
会
の
衆
議
涜
訪
問
削
委
員
会
、
及
び
衆
議
院
本
会
に
関
し
て
は
、
明
第
六
十
七
回
帝
国
議
会
衆
議
腕
前
傾
委
員
第
二
分
科
会
議
録
(
述
記
)
第
四
間
隔
(
附
和
十
年
二
月
二
十
六
日
)
、
『
第
六
十
じ
問
帝
国
議
会
衆
議
続
訪
問
委
員
会
議
録
(
述
記
)
第
九
回
』
(
昭
和
十
年
一
一
一
月
一
日
)
、
『
第
六
十
七
閉
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
述
記
録
第
二
十
五
号
』
(
吋
官
報
号
外
』
附
和
十
年
一
一
一
月
十
日
)
、
『
同
第
二
十
七
号
』
(
吋
官
報
号
外
』
昭
和
十
年
三
月
寸
五
日
)
に
よ
る
。
(
出
)
際
立
公
文
訂
館
所
成
文
市
対
「
品
川
村
札
創
立
/
前
駅
ニ
問
問
ス
ル
件
外
二
十
一
刊
」
(
前
求
訴
号
本
館
二
A
O
一
回
O
O
纂
O
一
一
一
五
三
一O
O
)
。
(
お
)
詰
(
幻
)
部
副
向
。
(
祁
)
革
名
ふ
み
「
帝
国
総
会
衆
議
院
に
お
け
る
建
議
と
請
願
政
府
へ
の
泣
鬼
伝
達
手
段
と
し
て
i
」
〈
図
立
問
会
関
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
『
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
六
O
、
ニ
O
一
O
年)。
(
幻
)
『
多
賀
城
市
史
五
陛
史
資
料
』
「
近
現
代
」
第
六
二
号
(
一
九
八
五
U
F
O
J
。
ノー、
(
犯
)
お
〈
剖
)
前
掲
一
一
一
時
略
者
在
。
な
お
本
文
中
で
は
「
多
賀
城
神
官
建
設
趣
窓
性
」
と
も
表
記
す
る
。
(
拘
)
戸
円
山
一
城
県
庁
文
活
』
「
昭
和
十
一
年
六
月
開
会
学
務
部
長
会
議
ニ
於
ケ
ル
要
望
事
項
」
、
『
同
』
「
地
方
長
官
会
議
資
料
ノ
件
」
(
簿
山
番
号
白
印
N
N
i
H
)
。
地
方
長
官
会
議
に
提
出
さ
れ
た
嬰
望
書
を
添
削
拙
破
し
て
学
務
部
長
会
議
提
出
の
強
引
品
目
と
し
て
い
る
。
(
刊
)
引
出
(
日
)
前
掲
。
〈
引
)
設
(
制
)
前
掲
。
(
刊
叫
)
世
代
悶
家
の
制
度
と
頬
似
す
る
も
の
の
、
加
の
社
協
で
あ
る
。
古
代
国
家
の
制
度
で
は
、
祈
年
祭
に
際
し
て
神
祇
官
が
政
幣
す
る
神
社
を
官
幣
社
、
間
側
可
が
神
祇
官
に
代
わ
り
お
中
幣
サ
る
神
社
が
国
幣
社
で
あ
る
。
明
治
の
新
制
で
は
管
帥
聞
の
別
に
よ
り
神
祇
官
管
制
が
官
幣
社
、
地
方
官
管
臨
が
回
出
幣
社
で
あ
る
。
ま
た
例
祭
時
の
神
際
幣
出
料
の
支
出
先
も
異
な
り
、
官
幣
祉
が
史
官
品
質
か
ら
、
国
幣
社
が
開
時
か
ら
支
出
さ
れ
た
。
尚
、
別
格
官
幣
社
は
官
幣
小
祉
に
椴
じ
る
も
の
で
、
国
家
に
功
労
の
あ
っ
た
人
物
を
杷
る
も
の
で
あ
り
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
の
淡
川
神
社
創
建
に
始
ま
る
。
『
日
本
史
静
典
』
「
官
幣
社
」
項
(
岩
波
市
内
応
、
一
九
九
九
年
)
。
(
羽
)
副
(
制
)
前
掲
。
(
付
制
)
大
川
神
社
(
福
間
県
)
、
志
賀
神
社
(
滋
賀
肌
句
、
を
岐
神
社
(
長
崎
mm)
、
武
聞
神
社
(
山
謀
略
)
、
柿
本
神
社
(
島
根
県
)
、
興
国
神
社
(
東
京
都
)
、
盟
国
神
社
(
愛
知
町
時
)
、
拙
触
神
社
(
宮
崎
県
)
、
新
田
神
社
(
鹿
児
島
県
)
、
鵜
一
戸
神
社
(
鹿
児
島
県
)
、
尚
千
秘
神
社
(
宮
崎
県
)
、
千
種
忠
顕
在
祭
神
と
す
る
神
担
(
京
都
府
)
、
岩
限
八
締
官
(
山
口
県
)
、
飯
綱
神
社
(
千
業
以
)
、
村
上
義
光
。
筏
附
聞
を
祭
神
と
す
る
神
社
(
長
野
県
)
。
国
立
公
文
訂
館
所
成
文
書
に
よ
り
確
認
し
た
。
(
日
叩
)
註
(
辺
)
姉
崎
。
(
日
刊
)
神
社
整
理
に
泌
す
る
基
本
的
な
理
解
は
、
森
岡
山
山
美
『
近
代
の
集
落
神
社
と
悶
家
統
合
恥
(
古
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
)
に
よ
る
。
(
円
引
)
福
間
義
也
内
内
務
省
の
社
会
史
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
ニ
O
O七
年
)
。
(
必
)
際
関
洋
保
「
内
務
省
神
社
問
神
祇
院
時
代
の
神
社
建
築
」
〈
神
道
文
化
会
附
馴
吋
近
代
の
神
社
長
続
神
社
局
時
代
に
肌
抑
制
附
さ
れ
た
神
社
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
八
年
)
、
赤
江
迷
也
「
神
祉
の
統
治
、
神
社
に
よ
る
統
治
i
内
務
省
と
「
国
家
神
道
」
l
」
(
稲
田
技
也
編
『
内
務
省
の
陛
史
社
会
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
ニ
O
一
O
年)。
(
叩
)
間
同
郷
従
徳
「
明
治
天
皇
思
院
の
保
存
に
つ
い
て
」
(
明
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
』
八
一
、
一
九
三
一
一
一
年
)
。
(
印
)
古
谷
市
「
切
治
天
皇
型
般
の
指
定
に
つ
い
て
」
(
『
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
』
八
一
二
、
一
九
三
一
一
一
年
)
。
(
日
)
詰
(
2
)
前
掲
川
越
論
文
。
(
臼
)
註
(
l
)
前
掲
尚
木
論
文
、
(
2
)
前
掲
住
友
論
文
等
。
〈
臼
〉
註
(
2
)
前
掲
ケ
ネ
ス
著
作
。
な
お
多
賀
城
跡
が
観
光
地
と
し
て
低
迷
し
て
い
た
こ
と
は
、
官
域
電
鉄
多
賀
城
駅
(
現
在
の
J
R
仙
石
総
多
賀
城
駅
)
の
梁
降
者
数
か
ら
も
椴
測
で
き
る
。
昭
和
元
年
に
は
乗
車
人
数
九
二
、
九
郎
八
人
、
降
車
人
数
八
九
、
六
回
九
人
で
あ
っ
た
の
が
、
叩
川
和
九
年
に
は
乗
車
人
数
一
五
、
五
二
七
人
、
降
車
人
数
一
五
、
O
二
二
人
と
激
減
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
路
線
の
利
用
人
数
自
体
に
大
き
な
変
動
は
な
い
(
『
多
賀
城
市
史
ニ
近
世
近
現
代
』
「
近
代
の
多
賀
域
」
(
一
九
九
三
年
)
)
。
こ
の
状
況
を
観
光
と
い
う
側
隠
か
ら
見
れ
ば
、
昭
和
二
年
に
宮
城
市
鉄
が
松
島
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
多
賀
域
以
北
の
観
光
地
、
す
な
わ
ち
塩
釜
や
松
品
に
流
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
特
に
松
島
は
伝
統
的
な
観
光
地
に
加
え
、
附
和
二
年
に
は
松
ぬ
水
族
館
が
開
館
し
た
こ
と
も
あ
り
、
観
光
集
客
力
は
増
大
し
て
い
る
。
(
口
出
)
註
(
5
)
前
回
向
伊
藤
論
文
。
(
日
)
『
宮
城
県
庁
文
3
h
「
多
賀
城
竹
孔
第
二
回
庁
内
協
議
会
資
料
」
、
れ
に
添
付
さ
れ
た
別
紙
資
料
〈
待
問
評
号
?
印
M
N
H
)
。
92 
及
び
そ
